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背景①

• 奥村研ではGridComputingを研究しています。

• GridComputingを実現するためのミドルウェアを
インストールするには数多くのコンピュータ資源が
必要。

GridComputingとは

ネットワークを介して複数のコンピュータを結ぶことで仮
想的に高性能コンピュータを作り、利用者はそこから必要
なだけ処理能力や記憶容量を取り出して使うシステム。
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背景②

• ミドルウェアをインストールするのにかかる負担が
大きい。

時間コスト

資源的なコスト（コンピュータ台数）

コンピュータ環境変更

GridComputingのミドルウェアには

GlobusToolkitやSunOneGridEngineがある

OS上で動作し、アプリケージョンソフトに対して
OSよりも高度で具体的な機能を提供するソフトウェア。
OSとアプリケーションソフトの中間的な性格を持っている。
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背景③

• 環境を変えることなく使えるものがある。

• 1CD-Linux
HDDにインストールしたLinuxを使用するのではなく、
1枚のCDからLinuxを起動させるもの

電源投入 boot画面 起動

10秒 3分30秒
CD挿入

KNOPPIX 3.7
10秒
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1CD-Linux

メリット

• 1枚のCDを挿入して電源を入れることで、HDDに
影響を与えることなく使用できる

• OSが起動しなくなった場合、緊急用として利用も
可能

• インストールの手間や時間が減る

デメリット

• データはRAMディスクを利用するので電源が落
ちたら消えてしまう
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1USB-Linux

メリット

• CDよりUSBの方が処理速度が速い

• OSが起動しなくなった場合、緊急用として利用も

可能

デメリット

• 容量は増やせるが、その分コストが大きい

• 書き換えが可能なのでシステムに影響が出る可
能性がある
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目的

• では、1CD-Linuxを用いてGrid環境を構築するこ

とはできないのか

• 今あるコンピュータ環境を変えずに使えないか

• 1CD-Linuxだけではなく、1USB-Linuxでも使えな

いか

今回は、1USB-Linuxを作ってみる
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1CD-Linuxと1USB-Linuxの違い

• 1CD-Linux
ISO Linux
CD-R/RW書き込み

• 1USB-Linux
Syslinux
USBフラッシュメモリ書き込

み
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Syslinuxを用いたLinux起動

Syslinuxのブートセクタ

ldlinux.sys

Syslinux.cfg

vmlinuz

/dev/sda

FAT
ファイル
システム

Floppyディスクや
HDDディスクの中に

記憶されるデータ
管理を行う

initrd.img
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1USB-Linux作成手順

1. LinuxOS(Fedora Core5)をHDDにインストール

2. 緊急用起動ディスクの作成
mkbootdiskコマンド

3. 1USB-Linux構築

initrd.imgを展開

環境構築

イメージファイルinitrd.imgを作成

USBに格納

緊急用起動ディスク
(bootするためのディスク)を作成

するためのコマンド

必要なライブラリやファイルを追加する
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緊急用起動ディスクの作成①

1. mkbootdisk実行

2. イメージファイルをmount

# dd if=/dev/zero of=MEM16M.img bs=1024k count=16
# losetup /dev/loop0 MEM16M.img 
# mkbootdisk --device /dev/loop0 --size 16384 `uname -r`
# losetup –d /dev/loop0

←イメージファイルを作成

←/dev/loop0を割り当てる
←mkbootdiskを実行

←/dev/loop0を解除する

# mkdir /mnt/tmp
# mount –t vfat –o loop MEM16M.img /mnt/tmp

←mountポイントを作る

←イメージファイルをマウント

--sizeオプションをつけることに

よってサイズを変更

loopデバイスの設定

・配置を行うコマンド
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緊急用起動ディスクの作成②

３．イメージファイルをUSBメモリに書き込む

４．ディスクの完成

# umount /mnt/tmp
# dd if=MEM16M.img of=/dev/sda bs=1024k

←必ずイメージファイルをumountしてから

←USBメモリに書き込む
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1USB-Linux作成・構築①

1. initrd.imgを展開

# mount –t vfat /dev/sda /mnt/tmp
# mkdir /tmp/chroot
# zcat /mnt/tmp/initrd.img | (cd /tmp/chroot && cpio -iuvmd)
# umount /mnt/tmp

←USBメモリをmount
←/tmp/chrootディレクトリを作成

←initrd.imgを展開

←USBメモリをumount

/

usr home bin tmp・・・

chroot

bin dev init lib proc sbin sys sysroot
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1USB-Linux作成・構築②

2. 各種コマンドのコピー

lddコマンドでライブラリをコピー

3. kernel moduleの配置

4. initの内容変更

5. initrd.imgを再度作成

cpioとgzipでinitrd.imgを作成

6. 5で作成したinitrd.imgをUSBメモリに格納

# (cd /tmp/chroot; find . | cpio -ocv) | gzip -9 > /tmp/initrd.img

USBメモリで動くように書き換えを行う
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1USB-Linux作成・構築③

/

lib home bin tmp・・・

chroot

bin dev init lib proc sbin sys sysroot

modules

2.6.17-1.2157_FC5

modules

kernel module
initrd.imgを作成してtmpにコピー
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実験

1. 緊急用起動ディスクから起動

2. 作成した１USB-Linuxを起動させてみる
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実験結果①

• 緊急用起動ディスク

電源を入れる USBからboot boot画面 起動

boot後、HDD
が読み込まれる
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実験結果②

• 1USB-Linuxの起動

電源を入れる USBからboot boot画面
kernel パニック

起動不可能
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考察

• ファイルの読み込みが出来ていない
setuproot、switchrootファイルが読み込まれていない

• init内のシェルスクリプト

シェルスクリプトの勉強が必要

必要なライブラリのコピー

• 1USB-Linuxの容量は大きい

実際に作成したUSB-Linux 504MB
イメージファイルの容量を少なくしないと1CD-Linuxの
作成は困難
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今後の課題

1CD-Linuxを作成

性能を向上させた1CD-Linuxを作成

ミドルウェアであるSunOneGridEngineを導入

1CD-Gridを構築し実現させること



終わり
ご清聴ありがとうございました。
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